
報告書

2640地区第四次災害支援物資輸送

≪日時≫

平成 23年 4月 11日  AM9:30～ 同年 4月 13日
全走行距離 2200 k m

≪行き先≫

岩手県陸前高田市高田町宇鳴石 112-H

陸前高田市災害対策本部

≪使用車≫
0アルファー ド(2640地区ガバナー車)
・三菱小型特殊冷蔵冷凍車 (竹田運送 堺北西南西 RC、 岩崎氏提供)

≪参加者氏名≫

猿田慎男 (堺北西南西 RC)、 森崎勝 (堺北西南西 RC)、 田原春剛一 (堺北西南
西 RC)、 堀木智和 (一般 )、 加藤憲一 (一般 )

主 な 支 援 物 資

① 鯉のばり

(アルミポール 7.5m
含む)

20セッド
⑩線香(堺北西南西RC、

奥野氏)

1ケース

①ティッシュペーパー 5ケース

②みかん類 10ケース ⑫ トイレットペパー 5ケース

③つけもの類 3ケース ⑬カップ麺 30ケース

④黒豆 1ケース ⑭キャットフード・卜
゛
ッグフート
゛

(羽衣RC、 下迫浩之氏)

30袋

⑤さば缶、さんま缶 2ケース ⑮毛布(富田林RC) 2ケース

⑥いわし缶 1ケース ⑩包丁 (堺市より) 76丁

⑦ミート缶 1ケース ①ちりめん3種 10 kg

③ツナ缶 1ケース ⑬もやし(つけもの) 12コ ×3× 3

⑨大型ツナ缶 1ケース ⑩花ごぼう 15 kg



4月 11日 (月 )

AM9:30 G事 務所にて積み込みのお手伝い頂いた方々。
猿田、森崎、田原春 (堺北西南西 RC)、 堀木、加藤、三星 (一般 )、 間宮 (堺おお

いずみRC)

AMll:30 昼食時、京谷氏と新府会議員、小林氏の見送 りを受ける。

P M12:30 堺市役所前にて、竹山市長より出陣式を挙行 していただく。堺市
より包丁 76丁を預かり、鯉のばりに竹山市長のメッセージを書いてもらう。

P Ml:00 出発。
阪神高速、名神→北陸自動車道

新潟より磐越自動車道→東北自動車道

一関 IC→陸前高田市

移動中にラジオのニュースで震度 6の地震発生が伝えられ、高速道路通行止め
の知らせがサービスエ リアの情報で流れていたため、目的地まで行けるか不安

が過る。

4月 12日 (火)
AM4:00 陸前高田市に到着、車内で仮眠。

AR/17:00 車内で朝食。

AM7:30 市内を見廻る。
坂を下り、平地になったとたんに景色が一変する。瓦礫の山と壊れた車等のゴ

ミの集積所と化 した街の風景に全員が息を呑んだ。残つている建物は、海辺近

くにあるホテル、市役所、博物館等の大きな建物だけで、 JRの陸前高田駅等
は跡形も無く流されていた。以前にあった道路だけは瓦礫を取 り除き、通行出

来るようになつていたので、市内を一周 してみる。

阪神大震災時の情景とはまるで違 う様相に愕然とする。テレビ画面から受ける

印象とはまるで違 う光景が広がり、つい一ヶ月前に起きた津波の威力に驚く。

AM8:00 支援物資を陸前高田市災害対策本部、学校給食センター内に搬入。

AM9:00 陸前高田市立横田小学校に鯉のばりを設置。続いて、横田保育園に
も鯉のばりを設置。園児がとても喜び、歓声が上がる。小学校の校庭は、自衛

隊の野営地と化 し、数え切れない程のテン ト村になつていた。

その校庭に立てた鯉のばりが当日、風が強かったせいもあるが、とても力強く



泳いでくれた。

その後、現地の災害救援にあたつている、堺市から派遣 された職員に手土産を

渡し、激励 し別れる。

AM10:00 残 りの 18本の鯉のばりを現地ロータリアン、濱崎豊秋氏に預ける。
学校給食センターが仮の市役所になつていて、とても狭く横の連絡が取れてい

ない模様で、我々の 20本の鯉のばり設置等は眼中に無かつた様だ。

趣旨説明を現地ロータリアンより教育委員会にしてもらい、陸前高田市の全小

学校 と保育園等に設置する許可を頂き、現地に残つたボランティア希望の加藤

氏にその役が廻つてきた。

AMH:00 現地を後に。次の目的地、群馬県高崎に向う。
私の知 り合いで骨董品の雑誌出版社の社長が、余つている雑誌のバックナンバ

ーが沢山あるので、この度の震災支援の役に立てないかと相談を受けたので、

引き取りに行く。

東北自動車道→北関東自動車道→高崎 IC→北関東自動車道佐野田沼 ICか ら
太田桐生 IC間は、平成 23年 3月 19日 開通のため、車のナビには載ってなく
一般道表示の為に到着時間が遅かつたが、高速道を使えたので、一時間近く早

くついた。

P M6:00 群馬県高崎市に到着。二台の車に雑誌約 2000冊を積む。

P M7:00 地元の旅館に宿泊。入浴後食事をし、すぐに全員熟睡。

4月 13日 (水 )

AM6:00 起床。朝風呂、食事。

AM8:00 出発。吉井 ICよ り。
上信越自動車道→長野自動車道→中央自動車道→名神高速道路→阪神高速道→

堺着 (P M5:00)

車の運転は、2時間を目処に交代する。

東北自動車道、上信越 自動車道、長野自動車道、中央自動車道の多くは時速 50

km規制に制限された箇所だつたが、時速 50k mを守って走行している車は一
台も無く、ほとんどの車が時速 100k m前後で走っていた。面白い所は、パ トカ
ーも時速 85k mで走っていた事だ。長い間並走していたが、パ トカーの赤色灯
を付けて走り始めた途端、他の車も全部時速 85k mになり、並走し始めた。
本はとても重量があり、中央自動車道は山間部を走る為に上下道が多く、我々

の トラックも上 り坂になると急に速度が落ち、G車 との差が何度と無く開き調



整 しながら走る。名神高速道路に入ると平坦な道になり、とても走 りやすく、

他の有料道路の○○自動車道なのに、名神は高速道路になつているので、この

様な所から名前の付け方があつたのかとも思われた。

P M5:00 G事務所到着。
積んで帰ってきた雑誌約 2000冊を事務所に降ろし、解散。 (P M5:30)

米田ガバナーより労いのTELを 受ける。
竹山市長、危機管理室長前原氏、現地危機管理白水氏、現地ロータリアン(浜寺

氏)、 堺北西南西会長岩崎氏に帰宅の報告のTELを 入れる。

記

2640地区  I M8組
ガバナー補佐 猿 田慎男

≪支援活動を終えて各氏の感想・報告≫

猿田 慎男

私は、阪神淡路大震災時にも何度 となく現地に入 り支援活動を行つてきました

が、この度の震災における被害の違いに、驚いてお ります。阪神淡路大震災の

時は、壊れた家でもその場に残つていたのですが、津波は全ての物を流してし

まいます。平野になってしまった陸前高田市内を見るに、大自然の驚異にただ

驚くばかりです。人間が作 り出した水道、ガス、電気、自動車、船等が止まっ

た時に起こる弊害をいつも心がけておかねばならないでしょう。

森崎 勝

被災地に行き…。

陸前高田市の被災地を目の前にし、只々自然の恐ろしさに呆然とたたずむだけ

でした。

復興をお祈 り申し上げます。

田原春 剛一

地震の発生から丁度―ヶ月日の支援活動でした。

毎 日、ニュース番組の画面に目を奪われ続け、私には早いと感 じた一ヶ月間も、

被災された方や現場の方には苦しく長い時間であつたと思います。

恐ろしいほどの重みを、うまく表現する事はとても出来ないと思いますがご報

告 します。

12日 夜明け前に現地に到着 し、太陽の光の中にみえてきたものは、テレビ
の画面そのままの、見渡す限りの荒れ果てた瓦礫の山でした。



垣根の様に軒を連ねる背丈を越える位のがれきの山。

家や店の中に突つ込んだ車。

堤防や土手を軽く乗 り越え、田んばや家の敷地内にひつくり返つている漁船。

反 りかえるように街灯や電柱に巻きつくような形で動けなくなつている車。

ここは本当に日本なのかと目を疑 うような街の姿を体感 じ、何 とも表現のしよ

うの無い、しめつけられるような緊張感に襲われました。

「言葉がない」とい う例えそのままの、いまだ経験した事のない非現実感に圧

倒され、しばらく痴果のように突っ立っていたと思います。

しかし、そのすぐ近くには津波の被害の無い処があり、何もなかつたように穏

やかな町のたたずまいがあり、美 しい景色が広がっているところもあり。前日、

平和な堺から到着 した受け入れ姿勢の整っていない者にとつては、不可思議な

困惑を覚えました。

テレビ画面では解 らない現場の、何とも不気味な匂い とホコリ。

眼鏡 とマスクなしでは数分といられないような悲惨な現実。

戦争を知 らない世代の私にとつて、阪神大震災の比ではない、生まれて初めて

日にしたとてつもない大災害でした。

私達は、たつた、数時間の滞在でしたが、現地の方達は何 日も続 く余震で、

不安な時間を過ごされているのだろうと思 うと、たまらなく気になります。

私がほんの少 しの接 した部分を見ただけでも、かなり長期的に支援が必要だと

感 じました。

このような自然災害は三度とあつて欲 しくないと強く思い、復興への手助けを

出来る範囲でやつて行かなくてはならないと思いました。

堀木 智和

支援活動に行 くにあたって、今回ほどの長距離を走行 した事が無かった事や、

万が一事故でも起こせばかえって迷惑になるといつた事、経験のない私にでき

る事はあるだろうかといつた不安がありました。 しかしメンバーの方々の経験

談や市長をはじめとした皆さんの激励を受け、そんな不安も出発 してからは直

ぐに無くなりました。

途中、余震による走行予定の道路の通行止めの情報があつた際にパーキング

エ リアでは同じ東北を目指す人達と机を囲んで情報交換や走行プランを考えた

りと平時ではなかなか無いような出来事もあつたり、運良く計画通 りの道を走

行する事ができ徐々に被災地に近づいていくにつれて緊張していたのか興奮し

ていいたのか自分が運転していない問も眠気は少しもありませんでした。

目的地に近くなり峠を越えて下りきつた瞬間の津波の爪痕が広がる光景、連

日報道で映像を見ていても直ぐに言葉がでない瞬間でした。

今は想像もつかない復興への道ですが、次々と入つてくる全国各地から来てい



る支援部隊を見て復興への意思と望みを強く感 じました。

当初の計画通 り小学校 と保育園に鯉のばりを設置 しに行つた際には、自衛隊

のテン トの並ぶ小学校には生徒はいませんでしたが、保育所では鯉のばりを上

げた直後に園児達の歓声が上がり、その光景を見て私も被災地に来て初めて笑

顔になる事ができました。

今回、支援活動に参加する機会を与えて頂き貴重な体験をできました。

又、これからも少 しでもできる事をしつかりやつていけるように心がけていき

たいと思います。

加藤 憲一

間宮健二氏代理の加藤憲一がロータリー東 日本大震災支援物資陸送と配布を下

記にてご報告致します。

酉己布先

1

2

3

4

5

6

7

8

9

米崎小学校 。中学校・保育所 2ヶ所   4セ ット
竹駒小学校・同コミュニティ      2セ ット

高田小学校・保育所

横田小学校・保育所

希望が丘病院

気仙沼町月山神社

広田小学校・保育所

2セ ット

2セ ット

1セ ット

2セ ット
2セ ット

小友町 (オ トモ)門前公民館      1セ ット

大石公民館

10 :矢作消防団

2セ ット

2セ ット

計 20セ ット

食料物資は市役所に引渡し。

以上が鯉のぼりとその物資の受け渡し先です。

尚、支援物資を一ヶ所に運送するのみでは誰も各避難所には配布 しませんしそ

のような組織も手段も存在 していないし野ずみ状態の支援物資が手つかずのま

まです。他地域のロータリーの物資も野ざらし状態で一切の手つかずでした。

支援者が支援者自身で支援者の配送手段を含めてでなければ、各避難所には

届かないし、地元の人の同伴がなければ、信用されず物資の受け取 りは拒否さ

れる所が多いです。かなり保守的になつてお り他国の者は警戒されます。依っ

て、何 らかの公的証明書の携帯が不可避です。

上記のことから私は、地元の方二人の協力を得て各所へ配送しました。

この 2名 の方の全て自前にて多大なご協力がなければ配布出来ず野ざらしにな
つて居ることと思います。
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